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⑱
羽
柴
秀
吉
書
状 

 
 

［
［
天
正
一
一
年
（
一
五
八
三

）
］ 

多

賀
新
左
衛
門
（
常

則
）
宛
］ 

 

昨
日
七
日
御
状
至
長
浜 

到
来
、
令
拝
見
候
、
此
表 

事
取
出
二
ツ
相
拵
、 

人
数
丈
夫
ニ
残
置
、
安
土
ヘ 

打
入
候
之
処
、
留
守
な
ら
ハ 

可
参
と
柴
田
罷
出
、
此
方 

取
出
之
惣
構
ヘ
働
候
処
、 

鉄
砲
を
そ
ろ
へ
は
な
し 

に
て
候
へ
ハ
、
手
負
数 

多
出
か
し
失
手
、
元
之 

高
山
ヘ
北
上
、
于
今
在
之 

事
ニ
候
、
然
ニ
秀
吉
重
而 

出
馬
申
付
候
条
、
於
時
宜
者 

可
御
心
安
候
、
将
々
峯
城 

儀 

殿
様
被
寄 

御
馬
付
而
、
弥
無
御
由 

断
之
旨
尤
候
、
猶
近
々
可 

申
承
候
、
恐
々
謹
言
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多
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読
み 

昨
日
七
日
、
御
状
長
浜
に
至
り
て 

到
来
、
拝
見
せ
し
め
候
、
此
表
の 

事
取
出
二
つ
相
拵
え
、 

人
数
丈
夫
に
残
し
置
き
、
安
土
ヘ 

打
ち
入
り
候
の
処
、
留
守
な
ら
ば 

参
る
べ
し
と
柴
田
罷
り
出
、
此
方 

取
出
の
惣
構
ヘ
働
き
候
処
、 

鉄
砲
を
そ
ろ
へ
は
な
し 

に
て
候
へ
ば
、
手
負
数 

多
出
か
し
失
手
、
元
の 

高
山
ヘ
北
上
し
、
今
に
こ
れ
在
る 

事
に
候
、
然
に
秀
吉
重
ね
て 

出
馬
申
し
付
け
候
条
、
時
宜
に
お
い
て
は 

御
心
安
く
べ
く
候
、
将
々
峯
城 

儀 

殿
様
御
馬
を
寄
せ
ら
れ
る
に
付
き
て
、
弥
御
由 

断
な
き
の
旨
尤
に
候
、
猶
近
々
申
し
承
る
べ
く
候
、
恐
々
謹
言 
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筑 

 

卯
月
八
日 

秀
吉(

花
押
） 

  

多
新
（
多
賀
新
左
衛
門
）
様 
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内
容 

昨
日
七
日
、
長
浜
に
つ
い
た
時
、
あ
な
た
か
ら
の
手
紙
が
届
き
、
拝
見
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
の
状
勢
に
つ
い
て
取
出
（
と
り
で
・
砦
）
を
二
つ
築
き
軍
勢

を
し
っ
か
り
残
し
置
い
た
上
で
、
安
土
ヘ
討
ち
入
っ
た
と
こ
ろ
、
留
守
な
ら

ば
参
戦
す
る
と
柴
田
が
出
兵
し
、
こ
ち
ら
の
砦
の
総
構
え
に
攻
撃
を
仕
掛
け

て
き
た
と
こ
ろ
、
鉄
砲
が
揃
っ
て
お
ら
な
か
っ
た
の
で
、
負
傷
者
が
多
く
出

て
し
ま
い
方
策
を
失
い
、
元
い
た
高
山
へ
北
上
し
、
今
こ
こ
に
い
る
こ
と
に

な
っ
た
。
で
あ
る
の
で
、
秀
吉
（
わ
た
く
し
）
が
再
び
出
馬
を
要
請
す
る
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
ち
ら
の
こ
と
は
安
心
し
て
く
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だ
さ
い
。
一
方
、
峯
城
の
こ
と
は
、
殿
様(

織
田
信
雄
）
が
出
馬
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
今
後
も
油
断
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
ま
た

近
々
申
し
承
り
ま
す
。
恐
々
謹
言 

  
 

 
 

 
羽
筑 

 

卯
月
八
日 
秀
吉(

花
押
） 

  

多
賀
新
左
衛
門
尉
常
則
様 

 

御
返
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